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地方創生の確実な推進
　町民が心豊かに
　　安心して暮らせるまちづくりを！

第
１
回
定
例
会

　平成 31年３月定例会を、３月 12日開会し、平成 31

年度予算を中心に、条例改正や補正予算など、提出され

た議案を慎重に審議しました。全て原案通り可決し、予

定通り 14日に閉会しました。

　予算の大半を占める平成 31年度一般会計予算は、58

億 8,515 万円と昨年度に比べ 1.1％の増となりました。

　歳入は、町税総額で 4,508 万円減、1.9％の減、地方

交付税は 4,780 万円増、2.1％の増となりますが、引き

続き厳しい財政運営となり、財政調整基金（積立金）を

３億１千万円の取り崩しにより不足分が賄われます。

　一方、歳出は、町道や公営住宅などの生活基盤整備事

業や、観光関連事業や地域づくり事業が予算化され、議

員から進め方や今後の見通しなどについて質疑が行われ

ました。（主要事業は３ページ、予算質疑は５ページを

ご覧ください）

平成 31年度一般会計は

対前年比で 1.9％増
町政執行方針

執行方針を表明する照井町長

　平成31年度は、2期目の

４年間の公約実現に向けた

土台をつくる一年と位置付

け、私自身が先頭に立ち、

議会や町民と連携し、様々

な課題や困難の克服、将来

に渡って持続、発展するま

ちづくりに全力で取り組ん

でまいります。

主要施策

・活力あふれるまちづくりの推進

・心豊かに安心して暮らせるまちづくり

・地域を支える社会基盤の整備

・期待と信頼の組織づくり

平成 31 年度予算成立
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平成 31 年度一般会計予算の割合
その他

627万円

歳入合計
58億8,515万円

歳入合計
58億8,515万円

町税

7億7,222万円

町税

7億7,222万円 使用料及び手数料等
3億4,936万円

繰入金
4億5,160万円

地方交付税等

25億4,640万円

地方交付税等

25億4,640万円

道支出金
3億1,728万円

道支出金
3億1,728万円

国庫支出金
5億7,606万円
国庫支出金

5億7,606万円

町債
8億7,220万円

自主財源
15億7,321万円

依存財源
43億1,194万円

依存財源
43億1,194万円

議会費
6,623万円

公債費

6億5,142万円 総務費

9億8,354万円

民生費

17億5,211万円

衛生費

4億4,441万円

農林水産業費

2億498万円

商工費

2億4,731万円

土木費

7億4,686万円

消防費

2億3,620万円

教育費

5億4,582万円

歳出合計
58億8,515万円

歳出合計
58億8,515万円

義務的経費※
22億4,463万円

投資的経費
4億8,213万円

その他経費
26億7,851万円 
その他経費

26億7,851万円 
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クローズアップ
平成 31 年度事業

水堀排水機場長寿命化対策

施設のポンプ、補機類に不具合が生じ、電

気計装類が更新時期のため、機能診断を実

施、更新計画と整備が行われます。

新陣屋団地建設工事

新陣屋団地３号棟の建設、駐車場等外構工

事、電気設備・機械設備工事が行われます。

4,000 万円

◆北海道江差観光みらい機構運営支援事業　３，２７６万円

　　観光によるまちづくりを進めることを目的とした「北海道江差観光みらい機構」運営の支援を

　　行います。

　　　　　　◆養護老人ホーム建設事業補助　　　３億９，３５０万円

　　　　　　　　　「町立養護老人ホームひのき荘」の移管先である「社会福祉法人雄心会」が柳崎

　　　　　　　　　町に新たに建設する養護老人ホームの建設工事費等に対する補助を行います。

◆江差北中学校体育館屋根・外壁改修工事等　６，５１３万円

　　江差北中学校体育館の屋根の全面新規葺き替え及び外壁のひび割れ補修塗装等の改修工事を行

　　います。

　　　　　　◆除雪ドーザー購入　２，４００万円

　　　　　　　　　　　20年以上経過した除雪ドーザーを新規購入します。

南ヶ丘団地 22 号通り予定地

南浜地区と南ヶ丘地区を結ぶ道路及び海沿

いを走る国道２２８号線と並行する町道陣

屋椴川線を結ぶ道路の改良工事。

5，240万円

町道南ヶ丘団地２２号通り及び
砂川４号通り道路改良工事

第３椴川橋

江差町管内橋梁長寿命化事業

第３椴川橋、問屋橋２号の橋梁長寿命化補修

対策及び南ヶ丘歩道橋の解体が進められま

す。

第
１
回
定
例
会

１億 1,053 万円

9，646万円

南ヶ丘歩道橋

（解体撤去）
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他にもこのようなことが決まりました！　 補 正 予 算

＜専決補正＞

◇テレビ・ラジオ難視聴対策

　　　　　　　　　　　98 万 9 千円（全額一般財源）

　新栄テレビ中継局バッテリー充電器等の修繕。

＜一般会計補正予算（抜粋）＞

◇各種事業減額補正

　　　　　　　 7,732 万 5 千円（国庫支出金他）　

　町道南ヶ丘団地

22 号通り及び町道

砂川 4 号通り道路

改良工事他 18 事

業に係る減額補正。

◇社会福祉法人が行う利用者負担軽減事業補助

756 万 3 千円（道支出金他）

　訪問介護等サービスの提供を行う社会福祉法人が低

所得者や生活保護者の利用者負担の軽減を行う場合

に、当該法人に補助をするもの。

◇財政調整基金積立 4,980 万円（その他特定財源）

　計画的な財政運営のため、基金として積み立てをす

るもの。

＜国民健康保険費特別会計補正予算＞

◇各種事業減額補正　　180 万円（全額道支出金）

　各種健診や予防接種に係る助成事業費他 1 項目に係

る減額補正。

◇平成 29 年度特定健診及び療養給付等負担金等返還

　　　　　　　　1,986 万 5 千円（全額一般財源）

　実績清算による国庫負担金及び道費負担金に返還額

が生じた。

＜後期高齢者医療特別会計補正予算＞

◇後期高齢者医療広域連合給付金精算

99 万 9 千円（その他特定財源）

　後期高齢者医療広域連合への精算納付等。

＜公共下水道事業特別会計補正予算＞

◇各種事業減額補正　811 万 5 千円（国庫支出金他）

　下水道管理センター電気・機械設備整備他 3 事業に

係る減額補正。

◇債務負担行為補正

　・五勝手中継ポンプ場電気設備保守委託他

＜水道事業会計補正予算＞

◇債務負担行為補正

　・水道メーター検針及び開閉栓業務委託他

問屋橋 2 号（越前町）

条 例 制 定 ・ 改 正

　次のとおり、条例の制定、一部改正、全部改正が

定例会で提案され、可決されました。

・江差町土地開発基金条例を廃止する条例の制定

・国営厚沢部川土地改良事業促進基金の設置、管理

　及び処分に関する条例を廃止する条例の制定

・消費税改正に伴う使用料条例の制定

・江差町職員の勤務時間及び休日休暇等に関する条

　例の一部改正

・江差町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部

　改正

・江差町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格

　基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条

　例の一部改正

・江差町国民健康保険税条例の一部改正

・江差町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

　正

そ の 他

・和解及び損害賠償の決定の専決処分について

・放棄したその他の債権の報告について

　行政財産目的外使用料（公園使用料）の私債権等

を放棄するもの。

・北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止

　についての専決処分の承認を求めることについて

　一部団体を構成団体とすることができないため、

規約の制定及び廃止するもの。

・財政調整基金の処分について

　一般会計の財源不足を補てんするため、財政調整

基金を処分するもの。

・指定管理者の指定について

　江差町文化会館他5施設に係る指定管理者の指定。

人 事

平成 30年度

・人権擁護委員候補者
　　　　の 推薦（再任）

植木　やす子氏
（愛宕町・66 歳）

・人権擁護委員候補者
　　　　の 推薦（新任）

　松村　直人氏
（本町・48 歳）
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予算質疑

平成31年度事業について意見！慎重に審議しました！
限られた財源の中で、どのように財政運営が行われているか。

本会議上での予算案への質疑等について、その一部を要約しご紹介します。

災害備蓄保管

Q：北部地域の防災センター機能等も含めた　

　分散災害備蓄の保管はどうなるのか。

A：津波や厚沢部川の浸水区域、土砂災害警戒

　区域等の状況もある。また、防災センター等

　の新たな建設は困難であり、当面、備蓄のみ

　可能な施設で検討したい。

Q：特別教育支援員の更なる増員が必要では

　ないか。

A：支援が必要な児童は増えてきている。増

　員は必要と考えているが、各学校において

　工夫しながら対応していきたい。

Q：外部調査委員により学芸員の増員が指摘

　されているが、今後の対策は。

A：学芸員が別業務も兼務している。町へ増

　員は要望し、他係と連携して対応している

　が、学芸員有資格者の確保自体も難しい。

Q：要保護児童対策地域協議会において、中

　学校で長期の不登校の児童がいると聞い

　ているが、協議されてきているのか。

A：協議会では就学前から高校入学までの

　ケースを含め協議している。

Q：町営住宅入居者への設備利用に対する説

　明が不足している。入居者が守らないため

　に維持管理費で修理修繕の必要なこともあ

　ったのではないか。

A：入居者へ設備利用方法のハンドブックを

　作成し配布したい。

江差追分普及

Q：若い唄い手、子どもをもっと表に出し、江

　差追分でも十分に稼げるという待遇をしてい

　くべきではないか。

A：江差追分会でも若手女性の理事が２名就任

　しており、札幌コンサートもその理事の発案

　によるもの。江差追分は老若男女のそれぞれ

　良いところがある。待遇面は、普及活動も含

　めてお願いしていかなければならないと思っ

　ている。

町営住宅維持管理

児童虐待防止対策

特別教育支援員

文化財調査保存
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

八
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で次のとおり、行政報告をしました。

　【町　長】

１　町営住宅家賃の算定誤りについて

　町営住宅の家賃算定で平成23年度に政令改正により「特定扶養

親族控除」の額が変更されているが、改正前のまま算定されてい

た。個別に説明と謝罪をし、過小算定世帯は分割納付を前提に納

付をお願いしている。再発防止に努め、これまでの担当者を「厳

重注意処分」とした。

２　江差ウインドパワー株式会社への出資取り止めと株式の譲渡

について

　町が51％の株式を保有する風力発電「江差ウインドパワー㈱」

から平成31年２月末日をもって、経営から完全撤退し、副町長も

同社取締役を辞任した。また、斐太工務店が主体となり、現在地

に新たな風力発電事業も計画している。

３　奥尻航路運行ダイヤ等の見直しについて

　離島生活航路である奥尻航路のせたな航路の休止とダイヤ改正

の提案を受け、関係町及び檜山振興局と連携し、要請書の提出、

直接３度の交渉の結果、せたな航路の休止は避けられなかった

が、ダイヤ改正は奥尻を始発とすることで了承した。

４　寄付採納について

・第一生命労働組合函館営業職支部　執行委員長　内藤要一様

　絵本10冊（児童福祉推進のため）

・㈱五勝手屋本舗　代表取締役　小笠原隆様

　現金10万円（図書館の図書充実のため）

・ＡＳＡ江差朝日新聞専売所　所長　松崎浩様

　図書34冊（図書館の図書充実のため）

・朝日生命保険相互会社　道南支社長　小林隆様

　ブランケット付車椅子１台（介護施設充実のため）

・生活協同組合コープさっぽろ　理事長　大見英明様

　交通安全ランドセルカバー70枚（新入学児童へ）

・ヒダホールディングス㈱　代表取締役　小池一三様

　現金1,000万円（地域振興のため）

・北海道新聞函館支社　函館地方道新会　会長　谷川栄樹様

　プロジェクター（学校設備充実のため）

【教育長】

１ 姥神大神宮渡御祭の北海道無形民俗文化財指定について

　３月13日開催の北海道教育委員会において、指定が決定された

旨連絡があった。正式には３月19日付け「北海道教育委員会公

報」にて告示される。

　町内において道指定文化財の数は、有形無形合わせて12件とな

った。町民全体で喜びを分かち合いたい。

第 1 回 定 例 会  行 政 報 告

意 見 書 を 提 出
　３月定例会では５件の意見書を提出し、３件を可決、

関係行政機関へ提出しました。

◆義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書

◆農林水産物・食品輸出力強化を求める意見書

◆食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意

　見書
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3 月定例会　一般質問 室井　正行 議員（自民党）
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ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
所
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

周
辺
の
賑
わ
い
創
出
は
、
江

差
観
光
み
ら
い
機
構
や
多
様

な
団
体
等
と
連
携
を
図
り
構

築
し
た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
段

階
に
お
い
て
、
種
々
議
論
を

深
め
、
適
宜
協
議
を
行
う
。

　

最
後
に
、
実
現
に
向
け
、

誰
が
何
を
行
う
の
か
と
い
っ

た
仕
組
み
作
り
も
重
要
。
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
国
の
補
助
や
優
位

な
制
度
資
金
等
を
取
り
込
む

と
と
も
に
、
事
業
の
優
先
順

位
等
を
整
理
し
な
が
ら
、
計

画
的
な
事
業
の
取
り
進
め
が

必
要
。
実
行
に
移
す
た
め
、

役
場
内
部
で
の
横
断
的
な
議

論
と
検
討
、
そ
れ
に
係
る
多

様
な
団
体
と
の
協
議
、
さ
ら

に
は
財
源
の
確
保
対
策
と

い
っ
た
視
点
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
フ
ロ
ー

も
参
考
と
し
な
が
ら
、
所
要

の
事
務
や
手
続
き
等
を
進
め

た
い
。

　

今
の
地
区
内
の
施
設

で
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
物

を
除
き
、
安
易
な
改
修
、
整

備
を
行
う
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。
こ
れ
は
次
の
計
画
に

支
障
が
あ
る
。

　

こ
う
い
う
事
業
は
、
民
間

の
力
を
借
り
な
き
ゃ
絶
対
で

き
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
民

間
と
一
緒
に
や
る
こ
と
が
必

要
。
だ
か
ら
今
、
安
易
な
整

備
を
せ
ず
、
か
も
め
島
と
国

道
の
交
差
点
改
良
を
、
非
常

に
重
要
な
地
区
と
認
識
し
、

そ
の
全
体
構
想
を
束
ね
る
も

の
は
、
か
も
め
島
だ
と
認
識

す
る
。

　

か
も
め
島
に
至
る
国
道

２
２
８
号
線
は
、
大
幅
な
道

路
改
良
事
業
の
計
画
が
必

要
。
か
も
め
島
へ
導
く
、
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
な
象
徴
空
間

と
し
て
、
そ
の
必
要
性
、
重

要
性
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。
地
権
者
や
所
有
者
と
は
、

問
題
も
課
題
も
多
く
あ
る

か
と
思
う
が
如
何
か
。

　

町
長
公

約
と
し
て
、
覚
悟
を
持
っ
て

進
め
た
い
。

　

北
の
江
の
島
構
想
と
は

か
い
離
部
分
も
あ
る
。
今
後

の
総
合
計
画
等
の
策
定
段

階
で
議
論
し
た
い
。

　

①
か
も
め
島
の
歴

史
認
識
、
江
差
で
ど
う
位
置

付
け
し
て
る
か
。

②
美
し
い
村
連
合
、
日
本
遺

産
の
町
と
し
て
、
景
観
と
い

う
観
点
か
ら
、
ど
う
考
え
れ

ば
良
い
か
。

③
江
差
港
所
在
国
有
港
湾

施
設
管
理
委
託
施
設
現
況

図
は
こ
の
ま
ま
か
。
開
発
局

と
の
協
議
は
。

④
花
月
は
危
険
。
壊
し
た
後

の
利
用
地
は
考
え
て
い
る

か
。
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
は
建
物
を
壊

し
た
後
の
利
用
を
図
る
事

で
、
起
債
90
パ
ー
セ
ン
ト
。

交
付
金
30
か
ら
50
パ
ー
セ

ン
ト
位
ま
で
は
交
付
税
還

元
さ
れ
る
。
有
利
制
度
、
起

債
を
借
り
る
と
い
う
こ
と

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

⑤
民
間
の
建
物
で
も
、
町
が

行
政
指
導
し
な
い
場
合
、
自

治
体
に
責
任
が
あ
る
こ
と

は
、
判
例
か
ら
、
は
っ
き
り

し
て
る
。
町
は
確
認
し
て
、

指
導
監
督
を
図
る
べ
き
。

　

①

江

差
の
歴
史
は
か
も
め
島
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

　

②
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
景
観
に
気

を
付
け
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

③
町
の

考
え
方
を
決
定
し
な
が
ら
、

開
発
と
も
協
議
を
進
め
た

い
。

　

④
大
変
危
険

な
状
況
。
応
急
的
な
措
置
を

し
、
そ
の
後
、
検
討
し
た
い
。

　

自
然
公
園
の
中
で
、
新
し

い
建
築
物
は
非
常
に
困
難
。

　

優
位
な
起
債
は
財
政
と
す

れ
ば
当
然
考
え
て
い
く
。

　

⑤

協

議

し

方
向
性
を
見
い
出
し
て
い
き

た
い
。

　

新
た
な
事
業
構
想
を
具
現

化
す
る
に
は
、
基
本
調
査
か

ら
実
施
設
計
、
着
手
に
至
る

ま
で
、
地
道
な
作
業
と
時
間
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
力
強
く
第
一
歩
を
踏
み

出
す
。
そ
の
所
見
を
求
め
た

い
。

　

道
の
駅
を
こ
の
場
所
に
と

い
う
前
提
で
話
を
す
る
。
か

も
め
島
と
国
道
２
２
８
号
線

の
交
差
点
を
ツ
イ
ン
港
湾
に

し
、
周
辺
地
区
の
全
体
計
画

を
作
る
必
要
が
大
事
で
は
な

い
か
。
既
存
施
設
を
少
し
整

備
、
改
修
し
、
あ
る
時
間
の

み
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と
い

う
一
過
性
の
課
題
で
は
な
い

と
認
識
す
る
。

　

か
も
め
島
周
辺
地
区
の
歴

史
的
評
価
の
再
認
識
の
活
性

化
事
業
が
最
重
点
課
題
。
か

も
め
島
と
国
道
交
差
点
付
近

を
含
め
た
、
全
体
整
備
計
画

の
立
案
が
、
最
重
要
課
題
で

は
な
い
か
。

　

公
約
と
し
て
、
構

想
か
ら
実
行
へ
と
約
束
し
て

い
る
。
ま
ず
は
周
辺
の
賑
わ

い
創
生
に
関
す
る
各
種
取
組

み
を
先
行
し
、
ハ
ー
ド
事
業

は
、
総
合
計
画
や
都
市
計
画

マ
ス
等
の
策
定
段
階
を
踏
ま

「
北
の
江
の
島
構
想
に
つ
い
て
」

全
体
整
備
計
画
が
必
要
と
さ
れ
る

か
も
め
島
周
辺
地
域

町
長

再

再
再

社
会
教
育
課
長

追
分
観
光
課
長

産
業
振
興
課
長

財
政
課
長

総
務
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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業
規
模
や
場
所
の
問
題
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

　

二
枚
貝
増
養
殖
試
験
事
業

は
、
蝦
夷
キ
ン
チ
ャ
ク
貝
の

調
査
を
平
成
31
年
度
か
ら
、

栽
培
漁
業
推
進
事
業
に
組
み

入
れ
、
引
き
続
き
養
殖
の
可

能
性
を
検
討
し
た
い
。

　

昨
年
３
月
定
例
会
の

答
弁
で
は
、
「
多
種
の
施
設

も
含
め
、
人
件
費
、
施
設
の

維
持
管
理
費
を
含
め
て
、
お

金
が
か
か
り
、
施
設
の
経
費
、

効
果
、
色
々
比
較
化
し
た
う

え
で
な
け
れ
ば
、
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
状
況
に
あ
る
」
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
現
状
で
は
前
向
き
な
お
話

を
出
来
る
状
況
に
は
な
い
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
簡
易
な
種
内
生
産

や
蓄
養
機
能
を
備
え
た
増
養

殖
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
あ

る
。
施
設
建
設
費
、
管
理
費
、

人
件
費
等
を
試
算
し
、
あ
る

程
度
の
方
向
性
が
で
き
た
と

考
え
て
よ
い
か
。　

新
年
度

は
、
若
手
中
心
に
育
て
る
漁

業
の
先
進
地
の
視
察
を
行

い
、
ど
の
よ
う
な
養
殖
が
良

い
か
、
魚
種
も
検
討
と
い
う

状
況
。
現
段
階
で
、
素
案
を

持
っ
て
い
な
い
。
も
う
少
し

時
間
を
か
け
検
討
し
た
い
。

　

漁
師
は
海
に
出
て

漁
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
漁
場
ま
で
一
時
間
か
か

り
、
行
く
た
め
に
は
大
変
燃

料
も
消
費
す
る
。
燃
料
費
の

補
助
等
、
補
正
を
考
え
て
い

る
か
。

　

昨
年
度

も
燃
料
の
高
騰
時
、
漁
協
と

も
協
議
し
た
経
緯
は
あ
る
。

結
果
的
に
は
、
そ
の
後
燃
料

の
価
格
が
下
が
っ
た
が
、
燃

料
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り

漁
業
者
全
体
の
漁
、
経
営
を

い
か
に
安
定
さ
せ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
も

多
種
の
政
策
を
考
え
て
い

る
。
一
つ
は
、
漁
船
保
険
に

対
す
る
助
成
。
こ
れ
は
漁
船

を
持
た
れ
て
操
業
さ
れ
て
る

方
、
特
に
大
き
な
船
を
持
た

れ
て
い
る
方
は
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
対

す
る
支
援
を
新
年
度
も
実
施

し
て
い
く
。
燃
料
費
は
、
急

激
な
高
騰
と
な
っ
た
段
階
で

助
成
は
検
討
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

　

北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い

機
構
が
観
光
の
実
践
母
体
と

し
て
動
き
出
す
。

　

事
務
局
長
の
人
選
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　

新
た
な
観
光
体
験
メ
ニ
ュ

ー
の
構
築
を
進
め
る
と
し
て

い
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　

社
員
が
国
内
旅
行
業
資
格

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ
た

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ツ

ア
ー
企
画
を
し
て
い
る
か
。

　

ぷ
ら
っ
と
江
差
の
売
り
上

げ
増
加
対
策
と
は
何
を
行
う

の
か
。　

事
務
局
長
は
、
４

月
１
日
付
け
で
採
用
す
る
就

任
内
定
を
既
に
し
て
い
る
。

　

江
差
に
は
体
験
メ
ニ
ュ
ー

も
数
多
く
あ
る
が
、
体
験
の

希
望
を
誰
が
受
け
付
け
、
誰

が
担
う
の
か
等
、
整
理
さ
れ

て
お
ら
ず
、
発
信
も
で
き
て

い
な
い
状
況
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、

観
光
客
と
町
民
の
間
を
取
り

持
つ
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　

国
内
旅
行
業
資
格
は
、
就

任
予
定
の
事
務
局
長
が
既
に

資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
プ

ラ
ン
作
り
の
役
割
を
果
た
し

て
頂
く
。

　

ぷ
ら
っ
と
江
差
の
売
り
上

げ
増
加
対
策
は
、
宿
泊
施
設

に
チ
ラ
シ
や
割
引
チ
ケ
ッ
ト

を
置
い
た
り
、
ツ
ア
ー
会
社

を
通
じ
て
割
引
券
を
配
布
す

る
な
ど
し
、
町
民
目
線
も
意

識
し
た
店
舗
運
営
を
進
め
て

き
た
。
来
年
度
は
、
蓄
積
し

た
デ
ー
タ
で
販
売
戦
略
を
立

て
た
経
営
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
店
舗
だ
け
が
利
益
を
上

げ
る
の
で
は
な
く
、
町
内
の

商
業
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
も
使
命
と
し
て

経
営
を
進
め
た
い
。

　

み
ら
い
機
構
の
予
算

案
を
見
る
と
事
業
収
益
が
少

な
い
。
補
助
金
を
減
ら
し
、

最
終
的
に
は
自
走
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
今
後
の
事
業

主
体
は
、
こ
の
観
光
み
ら
い

機
構
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
か
。

　

全
体
的

に
今
、
一
足
飛
び
に
は
無
理

だ
と
思
う
が
、
徐
々
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
体
験
観
光
に

し
て
も
、
今
す
ぐ
売
り
出
せ

る
も
の
は
な
い
。
た
だ
し
、

若
干
の
手
数
料
を
頂
き
な
が

ら
、
少
し
で
も
稼
ぎ
な
が
ら
、

あ
る
い
は
町
民
の
皆
さ
ん
が

少
し
で
も
多
く
、
観
光
で
外

貨
を
稼
ぐ
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

補
助
金
の
減
額
は
、
こ
れ

か
ら
も
追
求
し
て
い
く
。

　

漁
業
者
の
経
営
が
年
々
厳

し
く
、
若
手
漁
業
者
が
廃
業

し
た
と
聞
い
て
い
る
。
今
回

新
た
な
増
養
殖
対
象
種
の
検

討
に
向
け
た
先
進
地
視
察
を

行
う
と
あ
る
が
、
視
察
地
、

対
象
種
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
養
殖
試
験
に
取
り

組
ん
で
い
た
、
ホ
ヤ
、
昆
布
、

ワ
カ
メ
に
つ
い
て
、
初
出
荷

に
向
け
て
順
調
だ
と
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
事
業
化
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
二
枚
貝
の
養
殖
試

験
事
業
が
無
く
な
っ
て
い
る

が
、
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
に

続
き
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚

げ
も
回
復
の
兆
し
が
見
え

ず
、
昨
年
末
に
は
イ
カ
釣
り

漁
業
者
１
名
が
廃
業
す
る
な

ど
、
漁
業
経
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
回
遊
性
資
源

に
頼
ら
な
い
漁
業
を
目
指

し
、
各
種
栽
培
漁
業
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
経

営
の
安
定
化
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
栽
培
漁
業
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
、
若
手
漁
業

者
向
け
の
先
進
地
視
察
が
必

要
と
考
え
、
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
養
殖
試
験

は
、
成
長
は
良
好
で
あ
る
が
、

出
荷
に
向
け
て
は
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
事
業
化
は
、
事

「
新
た
な
増
養
殖
対
象
種
に
つ
い
て
」

新たな栽培漁業の推進を

町
長

再産
業
振
興
課
長

再
再

産
業
振
興
課
長

「
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　 

に
つ
い
て
」

町
長

再追
分
観
光
課
長
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返
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
動
く

こ
と
を
実
践
し
た
い
。
現
在

の
江
差
の
観
光
動
態
か
ら
、

冬
期
間
に
お
け
る
入
込
数
を

増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
。
体
験
観
光
を
推

進
し
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を

し
て
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
観
光
客
の
受

け
入
れ
は
、
地
域
全
体
が
受

け
皿
と
な
る
べ
き
だ
と
考
え

て
お
り
、
み
ら
い
機
構
は
あ

く
ま
で
も
観
光
客
と
町
民
、

産
業
を
繋
ぐ
こ
と
が
大
き
な

任
務
と
考
え
て
い
る
。
町
民

に
と
っ
て
、
観
光
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
け

る
環
境
作
り
を
目
指
し
た
事

業
展
開
を
考
え
、
行
っ
て
参

り
た
い
。

　

国
で
は
森
林
環
境
税
（
仮

称
）
が
審
議
さ
れ
て
お
り
、

森
林
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
み

な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
や
水

源
の
涵
養
、
地
方
創
生
等
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
平
成

31
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与

税
（
仮
称
）
が
施
行
さ
れ
る

と
、
市
町
村
に
お
い
て
間
伐
、

人
材
育
成
、
木
材
利
用
の
促

進
、
普
及
啓
発
な
ど
の
財
源

に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。
町

も
施
行
の
準
備
作
業
が
必

要
。
計
画
策
定
状
況
は
。

　

森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
新
た

に
創
設
さ
れ
る
譲
与
税
及
び

そ
の
財
源
。
譲
与
税
は
使
途

が
限
定
さ
れ
、
森
林
整
備
や

森
林
整
備
を
担
う
人
材
の
育

成
及
び
確
保
、
木
材
の
利
用

促
進
、
普
及
啓
発
等
と
さ
れ

て
い
る
。
平
成
31
年
４
月
、

森
林
経
営
管
理
制
度
が
運
用

開
始
と
な
り
、
町
で
は
、
制

度
に
基
づ
き
、
町
内
の
森
林

所
有
者
の
森
林
整
備
に
対
す

る
意
向
調
査
を
実
施
し
、
所

有
者
不
明
森
林
や
制
度
の
対

象
と
な
る
私
有
林
整
備
に
係

る
事
業
量
を
把
握
し
た
う
え

で
、
制
度
に
基
づ
く
費
用
に
、

譲
与
税
を
優
先
的
に
充
当
す

る
な
ど
、
的
確
な
使
用
に
努

め
た
い
。

　

な
お
、
譲
与
税
の
受
け
皿

と
し
て
基
金
を
設
置
し
、
事

業
の
執
行
と
財
源
の
適
正
な

管
理
に
努
め
た
い
。

　

譲
与
税
の
市
町
村
配

分
は
、
私
有
林
の
人
口
割
面

積
、
林
業
就
業
者
数
、
人
口

を
基
に
算
出
す
る
と
あ
る
。

江
差
町
の
予
算
規
模
、
想
定

数
字
は
。

　

正
式
に

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
概
ね

３
０
０
万
弱
程
度
の
配
分
。

　

江
差
観
光
み
ら
い
機
構

は
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
に

始
ま
る
。
町
長
の
執
行
方
針

に
も
、
構
想
か
ら
動
き
へ
進

化
さ
せ
て
い
く
と
あ
る
。
何

回
か
議
会
に
情
報
提
供
が
あ

る
が
、
町
民
目
線
で
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
や
る
ん
だ
と
、

非
常
に
見
え
に
く
い
と
感
じ

る
。
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
、
町
民
に
分
か

り
易
く
説
明
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

　

平
成
27
年
度
に
江

差
町
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
１
つ

と
し
て
、
江
差
文
化
体
験
交

流
づ
く
り
で
仕
事
を
作
る
た

め
、
江
差
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形

成
と
設
立
を
目
標
と
し
て
定

め
た
。
翌
平
成
28
年
度
に

は
、
古
く
て
新
し
い
ま
ち
江

差
観
光
戦
略
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

中
長
期
的
な
展
望
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

戦
略
に
よ
り
、
構
想
が
既
に

出
来
上
が
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
江
差
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で

あ
る
観
光
み
ら
い
機
構
は
、

そ
れ
ら
の
構
想
の
実
現
に
向

け
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
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「
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　 
に
つ
い
て
」江差町版ＤＭＯ「北海道江差観光みらい機構」

　

近
年
、
教
科
書
を
読
め
な

い
。
あ
る
い
は
新
聞
を
読
め

な
い
。
読
解
力
の
低
下
が
い

ろ
ん
な
分
野
で
の
学
力
の
低

下
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
先

進
的
な
教
育
委
員
会
で
は
、

読
み
解
く
力
を
教
育
政
策
の

柱
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
指
導
要
領
で
は
小
学
校

６
年
生
ま
で
に
、
定
義
の
部

分
を
き
ち
ん
と
読
め
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
立
情
報

学
研
究
所
が
中
心
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
開
発
し
て
い
る
読

解
力
を
特
定
す
る
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
現
況
の
読
解
力
の

レ
ベ
ル
を
し
っ
か
り
測
定
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

読
解
力
の
向
上
に
向
け
た
指

導
を
行
う
こ
と
で
、
最
終
的

な
、
総
合
的
な
学
力
が
向
上

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
指
導
方
法
の
工
夫
、
改

善
の
中
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

キ
ル
テ
ス
ト
を
導
入
し
、
や

る
と
い
う
の
は
如
何
か
。

　

町
内
小
中
学

生
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
、
読
む
能
力
は
全

国
を
上
回
る
結
果
で
あ
る
。

言
語
活
動
は
学
校
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
読
解
力
テ

ス
ト
実
施
は
、
考
え
て
い
な

い
。
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
等
で
も
把
握
で
き
、
そ
の

結
果
を
分
析
し
、
指
導
方
法

の
工
夫
、
改
善
を
図
る
よ
う
、

江
差
町
基
礎
学
力
向
上
対
策

会
議
に
お
い
て
も
協
議
し
た

い
。

「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
に
つ
い
て
」

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
対
策
」

町
長

町
長

再産
業
振
興
課
長

教
育
長
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め
て
い
く
。

　

体
育
館
は
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
、
教
育
委
員
会

だ
け
で
は
な
く
、
現
在
進

め
て
い
る
第
６
次
町
の
総

合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
、

中
長
期
的
な
視
点
で
、
一
つ

ず
つ
前
に
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
、
体
育
館
構
想
と
い

う
の
は
絵
に
描
い
た
餅
。
そ

う
い
う
準
備
が
あ
る
か
。

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
伴
う
部
活
の
有
り
方
は
、

進
捗
し
て
な
い
。
新
年
度
か

ら
始
ま
る
段
階
で
、
き
ち
ん

と
し
た
答
弁
が
あ
る
べ
き
。

　

部

活

動
の
関
係
は
既
に
中
学
校

で
、
そ
れ
に
近
い
休
養
日
を

設
け
て
お
り
、
学
校
も
問
題

無
い
と
の
回
答
は
得
て
い

る
。

　

部
活
動
指
導
員
は
、
中
学

校
に
も
確
認
を
し
て
い
る

が
、
特
に
は
必
要
が
な
い
と

考
え
て
い
る
。
土
日
の
遠
征

等
は
、
学
校
で
も
大
会
を
選

ん
で
お
り
、
配
置
す
る
考
え

は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。

　

第
６
次
江
差
町
総
合
計

画
の
策
定
時
に
各
課
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
も
あ
り
、
課
題

が
な
に
か
整
理
し
て
い
く
。

　

現
在
の
体
育
館
利
用
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
育

委
員
会
の
聞
き
取
り
を
し

　

水
堀
、
南
ヶ
丘
の
運
動
公

園
の
コ
ー
ス
は
、
規
模
は
小

さ
い
が
、
近
隣
の
町
民
が

歩
い
て
通
え
る
コ
ー
ス
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
コ
ー

ス
を
維
持
し
て
練
習
を
し
て

い
る
。
柳
崎
の
追
分
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
広
大
な
面
積
を
有

し
て
お
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
に
対
し
て
３
０
０
万
の

補
助
が
さ
れ
、
コ
ー
ス
造
成
、

運
用
し
て
き
た
。

　

た
だ
、
協
会
か
ら
、
現
在

使
用
し
て
い
る
２
台
の
芝
刈

り
機
、
こ
れ
が
一
番
コ
ー

ス
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要

で
、
も
う
10
年
以
上
使
用
し

て
い
る
機
械
で
、
故
障
も
多

く
、
使
う
に
は
無
理
が
あ
る

と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
棟
や
ト
イ
レ

も
、
老
朽
化
が
進
み
、
運
営

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

町
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
伺
う
。　

江
差
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
と
意
見
交
換
を

し
た
際
に
、
草
刈
り
機
の
更

新
や
、
管
理
棟
の
修
繕
等
へ

の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
機
械

の
故
障
等
は
補
助
金
の
範
囲

内
で
修
繕
頂
き
た
い
。
ま

た
、
管
理
棟
の
修
繕
は
、
現

行
予
算
の
範
囲
内
で
検
討
し

た
い
。

　

機
械
は
貸
与
し
て
い

る
。
普
通
、
町
の
所
有
機
械

を
協
会
に
貸
与
す
る
場
合
、

き
ち
ん
と
使
え
る
状
態
に
し

て
貸
与
す
る
の
が
常
識
。
町

補
助
３
０
０
万
で
、
肥
料
代

や
水
を
維
持
し
て
い
る
。
も

う
少
し
踏
み
込
ん
だ
支
援
を

す
べ
き
で
あ
る
。

　

管
理
棟
は
土
地
の
性
格

上
、
永
久
的
な
建
築
物
は
建

て
ら
れ
ず
、
プ
レ
ハ
ブ
等
で

設
置
す
る
し
か
方
法
が
無
い

と
思
う
が
、
３
０
０
万
で
、

機
械
修
繕
費
と
い
う
の
は
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

確
か
に

芝
刈
り
機
は
非
常
に
古
く
、

部
品
等
の
問
題
も
あ
る
が
、

高
額
な
物
で
あ
る
。
予
算
内

で
協
力
し
た
い
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
臨
時
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

河
川
敷
で
あ
り
、
建
設
管
理

部
と
協
議
し
た
が
永
久
工
作

物
は
無
理
と
い
う
中
で
、
出

来
る
こ
と
は
支
援
し
て
い

く
。
管
理
棟
も
予
算
の
範
囲

内
で
援
助
し
て
い
く
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育

館
が
閉
鎖
以
来
、
町
立
の
体

育
館
が
な
く
、
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
ま
な
び
っ
く
や
学
校

体
育
館
を
活
用
し
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
て
い

る
。
一
部
は
、
隣
町
の
体
育

館
を
有
料
で
使
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
総
合
体
育
館
の

建
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
町
財
政
を
考
え
た
場
合
、

相
当
厳
し
い
。
中
期
的
な
視

点
で
の
建
設
計
画
が
求
め
ら

れ
る
が
、
町
長
の
所
見
は
。

　

次
に
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
に
よ
り
、
新
年
度
か
ら
、

部
活
動
、
週
16
時
間
以
内
、

そ
し
て
週
二
日
の
休
養
日
と

定
め
、
来
月
か
ら
学
校
現
場

で
適
用
に
な
る
。
学
校
の
先

生
や
児
童
生
徒
に
は
一
部
戸

惑
い
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
。

　

建
設
に
は
多

く
の
財
源
が
必
要
。
構
想
を

策
定
す
る
に
も
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
必
要
性
は
認
識
す
る

が
、
将
来
的
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

　

な
お
、
既
存
体
育
館
の
利

用
促
進
に
向
け
た
支
援
は
継

続
し
た
い
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
の
部
活
動
の
方
針
案

を
作
成
し
、
学
校
と
調
整
中
。

国
、
道
の
方
針
に
よ
り
、
進
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パークゴルフへの支援を

　

観
光
客
と
町
民
、
観
光
客

と
民
間
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た

す
の
が
、
こ
の
み
ら
い
機
構
。

　

外
貨
を
稼
ぐ
施
設
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、

ぷ
ら
っ
と
の
売
り
上
げ
は
、

み
ら
い
機
構
の
大
き
な
部
分

を
占
め
て
い
る
。
一
番
心
配

な
の
は
、
ぷ
ら
っ
と
に
い
る

新
旧
職
員
体
制
。
今
ま
で
務

め
て
い
た
幹
部
２
名
が
退
職

す
る
。
こ
の
時
期
に
き
て
、

職
員
体
制
は
大
丈
夫
か
。

　

ま
た
、
国
が
働
き
方
改
革

を
進
め
て
い
る
中
で
、
正
規

社
員
、
非
正
規
社
員
の
賃
金

較
差
は
き
ち
ん
と
対
応
す
る

の
か
。　

ぷ
ら
っ
と
江
差

は
、
次
年
度
か
ら
み
ら
い
機

構
に
経
営
が
移
り
、
民
間
か

ら
の
人
材
を
店
長
と
し
て
受

け
入
れ
、
こ
の
他
、
パ
ー
ト

従
業
員
４
名
の
体
制
で
、
従

業
員
の
意
向
確
認
、
業
務
の

評
価
を
行
い
な
が
ら
、
接
客

な
ど
の
質
の
向
上
と
と
も

に
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

正
社
員
と
非
正
規
社
員
の

賃
金
格
差
は
、
国
が
掲
げ
る

働
き
方
改
革
の
主
旨
に
沿
っ

た
雇
用
に
努
め
た
い
。

「
屋
内
体
育
館
建
設
の
構
想
と

　 
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
対
す
る
支
援
策
は
」

「
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　 
に
つ
い
て
」

教
育
長

再学
校
教
育
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

教
育
長

再

社
会
教
育
課
長

町
長
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状
。

　

不
幸
ゼ
ロ
の
町
実
現
に

加
え
る
べ
き
と
あ
る
が
、
第

６
次
江
差
町
総
合
計
画
の

策
定
段
階
に
お
い
て
、
全
体

的
な
議
論
を
深
め
た
い
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
家
庭
訪
問
で
、

実
態
は
浮
か
び
上
が
っ
て

な
い
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
問
題
、
障

害
者
問
題
、
そ
し
て
総
合
交

通
体
系
等
、
移
動
困
難
者
、

制
約
者
対
策
を
総
合
的
に

進
め
る
仕
組
と
し
て
、
協
議

会
を
作
り
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。

　

完
全
な

実
態
把
握
と
は
な
っ
て
い

な
い
が
、
移
動
手
段
が
な

い
。
非
常
に
困
っ
て
い
る
と

い
う
回
答
は
な
い
。
た
だ
、

買
い
物
は
、
色
々
な
手
段
を

使
い
、
不
便
は
あ
る
が
、
な

ん
と
か
な
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
。

　

国
の
法

改
正
の
動
き
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
次
期
の
総
合
計
画

で
、
町
の
施
策
の
検
証
も
し

な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

　

檜
山
漁
協
と
い
う
一
つ
の

組
織
体
が
あ
る
が
、
小
さ
い

範
囲
の
中
で
漁
業
政
策
を

や
っ
て
い
る
。
戦
略
的
に
地

域
の
広
域
的
な
漁
業
展
開
、

増
養
殖
事
業
を
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

長
の
所
見
は
。

　

檜
山
地
域
の
増
養

殖
政
策
は
、
漁
協
を
中
心
と

し
た
協
議
会
に
対
す
る
各
町

負
担
金
等
に
よ
り
、
取
り
組

ん
で
き
た
。
引
き
続
き
道
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
検

討
し
た
い
。

　

漁
業
法
の
改
正
に
よ
り
、

不
安
の
声
も
聞
こ
え
る
が
、

水
産
庁
は
既
存
の
漁
業
権
者

が
優
先
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

移
動
困
難
者
の
実
態
、
人

数
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。
各
種
政
策
、
計
画
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
把
握
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
直
近

で
は
、
ど
う
結
果
が
出
て
い

る
の
か
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
で
の
個
々
の
対
応
は
進

め
て
い
る
が
、
財
政
的
な
困

難
が
付
き
ま
と
う
。
本
来
は
、

国
が
制
度
を
作
っ
て
い
く
も

の
だ
が
、
無
い
以
上
は
、
町

長
の
不
幸
ゼ
ロ
の
町
の
実
現

の
項
目
に
、
移
動
困
難
者
ゼ

ロ
を
加
え
、
支
援
策
の
方
向

性
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　

町
と
し
て
実
態
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現

3 月定例会　一般質問 小野寺　真 議員（日本共産党）

増加するインバウンド

一
区
切
り
し
、
今
後
は
総
合

的
に
判
断
し
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
特
化
し

て
、
高
齢
者
が
自
宅
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
政
策

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
。

　

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
主
旨
、
目

的
と
は
若
干
解
離
す
る
。

　

別
な
事
業
と
し
て
制
度
設

計
が
必
要
。

　

近
年
江
差
町
に
外
国
人
の

宿
泊
観
光
客
が
来
て
い
る
。

江
差
観
光
み
ら
い
機
構
、
観

光
協
会
等
、
外
国
人
観
光
客

の
対
応
は
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
数
の
デ
ー

タ
調
査
を
振
興
局
か
ら
各
町

を
通
し
て
、
各
宿
泊
施
設
に

依
頼
し
て
い
る
が
、
直
近
の

デ
ー
タ
が
無
い
。
旅
館
関
係

者
の
協
力
を
改
善
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の

状
況
は
。

　

出
入
国
管
理
法
が
改
正
さ

れ
、
今
後
江
差
町
で
も
外
国

人
労
働
者
が
大
幅
に
増
え
る

見
込
み
が
出
て
く
る
。
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
自
治
体
で

対
応
が
必
要
。
行
政
が
地
域

と
一
緒
に
な
り
、
形
を
作
れ

ば
、
労
働
者
が
増
え
た
と
し

て
も
共
生
社
会
を
実
現
で
き

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

経
済
の
波
及
効
果
と
今
後
、

町
内
の
需
要
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
。

　

大
き
な
成
果
が
あ
り
、
需

要
が
ま
だ
見
込
ま
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
来
年
度
以
降
も
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

地
域
へ
の
経
済
効

果
は
十
分
あ
っ
た
と
判
断
し

て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
需
要
が
見
込
ま
れ

な
い
結
果
。
平
成
31
年
度
で

る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

　

江
差
に
宿
泊
す
る

外
国
人
観
光
客
は
伸
び
て
い

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識

し
た
環
境
整
備
を
進
め
て
お

り
、
今
後
も
順
次
必
要
な
対

応
を
進
め
る
。
ま
た
、
観
光

施
設
や
宿
泊
施
設
に
関
し
て

も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
は
特
別
で
は
な
く
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

動
態
調
査
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
旅
館
組
合
に
理

解
を
頂
け
る
よ
う
努
め
る
。

　

現
在
町
内
で
も
外
国
人
が

雇
用
さ
れ
、
法
律
改
正
を
受

け
、
様
々
な
産
業
分
野
で
雇

用
が
想
定
さ
れ
る
。
基
本
的

に
受
入
事
業
者
が
日
常
生
活

や
職
業
生
活
等
に
つ
い
て
、

各
種
の
支
援
を
行
う
が
、
地

域
住
民
と
の
多
面
的
な
交
流

の
場
の
確
保
は
、
受
入
事
業

者
や
地
域
、
団
体
等
と
連
携

を
図
り
、
対
応
を
検
討
し
た

い
。　

飲

食

店

等

の

メ

ニ
ュ
ー
の
多
言
語
標
記
が
な

い
。
民
間
の
協
力
を
得
て
、

や
っ
て
頂
き
た
い
。

　

通
訳
で
、
も
っ
と
多
く
の

場
で
言
葉
が
分
か
る
と
い
う

努
力
も
必
要
だ
と
思
う
。
お

も
て
な
し
、
特
に
言
葉
、
表

示
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
担

当
課
長
の
見
解
は
。

　

お
店
に

は
、
徐
々
に
慣
れ
て
頂
く
と

い
う
こ
と
が
肝
要
。
た
だ
、

お
金
の
話
は
大
変
シ
ビ
ア
な

こ
と
。
内
部
で
検
討
し
た
い
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の

　
　
　
　
　
　

継
続
に
つ
い
て
」

「
移
動
困
難
者
、
制
約
者
対
策
を
」

「
新
た
な
増
養
殖
事
業
に
つ
い
て
」

「
外
国
人
宿
泊
観
光
客
に
つ
い
て
」

町
長

再

町
長

建
設
水
道
課
長

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

町
長

再追
分
観
光
課
長

再
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の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
置
き
勉
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
文
科
省
及

び
道
教
委
よ
り
、
携
行
品
の

重
さ
を
軽
減
す
る
た
め
の
工

夫
例
等
、
事
例
が
示
さ
れ
た

が
、
既
に
町
内
学
校
で
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

町
内
小
学
校
の
学
習
用
具

が
入
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重

さ
は
、
全
国
平
均
よ
り
軽
い

結
果
で
あ
る
。
昨
年
９
月
以

降
、
校
長
会
、
教
頭
会
を
通

じ
て
、
児
童
生
徒
の
携
行
品

の
重
さ
や
量
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
工
夫
で
き
る
も
の
は
な

い
か
、
改
め
て
検
討
す
る
よ

う
指
示
を
し
て
い
る
。

　

全
国
平
均
よ
り
も
軽

い
と
あ
る
が
、
カ
バ
ン
が
重

く
て
肩
が
痛
い
と
い
う
こ
と

で
、
実
際
に
重
さ
を
測
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
の
５

教
科
の
教
科
書
及
び
資
料
等

で
10
キ
ロ
程
度
あ
っ
た
そ
う

で
、
さ
ら
に
部
活
動
の
荷
物

も
手
に
持
つ
。
小
学
生
で
も
、

７
キ
ロ
近
い
と
伺
っ
て
い

る
。
嘘
で
は
な
い
と
思
う
が
、

実
態
の
把
握
を
き
っ
ち
り
と

し
て
頂
き
、
一
定
の
ル
ー
ル

作
り
も
必
要
と
思
う
が
。

　

低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
に
分
け
、

重
さ
を
調
べ
て
頂
い
た
。
低

学
年
で
大
体
３
キ
ロ
か
ら

４
．
２
キ
ロ
、
中
学
年
で
３
．

５
か
ら
４
．
６
キ
ロ
、
高
学

年
で
３
．
９
か
ら
４
．
９
キ

ロ
と
い
う
重
さ
。
毎
日
で
は

な
い
が
、
授
業
の
関
係
で
重

く
な
る
時
は
も
う
少
し
前
後

あ
る
。
保
護
者
か
ら
は
、
カ

バ
ン
が
重
い
と
い
う
苦
情
は

特
に
は
来
て
い
な
い
。
置
き

勉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

異
な
る
が
、
入
学
の
説
明
会
、

参
観
日
や
配
布
物
で
の
周
知

で
も
し
て
い
る
。

　

中
学
生
は
、
や
は
り
部
活

動
も
あ
り
、
運
動
部
に
入
っ

て
い
る
子
供
達
は
、
練
習
着

の
洗
濯
等
、
毎
日
持
ち
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。
用
具
等
も
部
活
動
で

使
う
た
め
手
入
れ
し
な
い
と

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
持
ち

帰
り
は
し
て
る
。
そ
の
分
若

干
重
く
な
る
の
は
仕
方
が
な

い
。
そ
の
分
、
授
業
で
使
う

物
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る

よ
う
、
学
校
に
指
導
し
て
い

る
。

　

給
食
を
食
べ
る
時
間
が
少

な
い
と
い
う
声
を
保
護
者
か

ら
伺
っ
た
。
南
小
で
給
食
を

一
緒
に
頂
い
た
が
、
学
校
給

食
は
35
分
間
ほ
ど
で
、
こ
の

間
に
配
膳
、
食
事
、
後
片
付

け
、
歯
磨
き
も
あ
り
、
改
め

て
35
分
間
の
間
で
、
食
事
の

時
間
は
ど
れ
だ
け
取
れ
る
の

か
、
小
中
学
校
の
実
態
は
。

　

配
膳
や
後
片

付
け
を
除
い
た
純
粋
な
食
事

時
間
は
、
小
学
校
で
は
約
20

分
。
中
学
校
で
は
15
分
か
ら

19
分
。
時
間
的
に
は
全
学
校

で
足
り
て
い
る
と
の
報
告
。

時
間
を
意
識
し
た
給
食
指
導

を
し
て
お
り
、
特
に
問
題
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

問
題
無
い
と
の
こ
と

だ
が
、
生
徒
数
に
よ
っ
て

は
配
膳
等
に
時
間
が
か
か

る
。
や
は
り
学
校
や
学
年
に

よ
り
、
多
少
は
食
事
の
時
間

に
差
が
出
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
学
校
給
食
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
で
の
内
容
で
は
、
残
し
て

し
ま
う
理
由
の
１
番
が
嫌
い

な
物
。
２
番
目
に
時
間
が
少

な
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い

た
。
食
べ
る
時
間
が
無
い
の

で
残
す
し
か
な
い
と
い
う
の

は
、
学
校
給
食
法
第
２
条
の

観
点
か
ら
も
い
か
が
な
も
の

か
。
江
差
町
で
は
、
一
人
も

時
間
が
少
な
く
て
残
す
子
は

い
な
い
と
言
い
切
れ
る
の

か
。
教
育
委
員
会
で
一
度
議

論
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

学
校
給
食
法
第
２
条
の
目
標

に
向
け
、
話
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
や
残
食
調
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

人
数
に

よ
り
差
は
あ
る
。
メ
ニ
ュ
ー

が
多
い
時
、
時
間
が
足
り
な

い
と
い
う
子
も
い
る
と
聞
い

て
る
が
、
時
間
で
終
わ
り
と

い
う
こ
と
し
て
い
な
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
取
る
予

定
は
な
く
、
学
校
か
ら
都
度

状
況
を
聞
い
て
い
く
。

　

小
中
学
生
の
通
学
カ
バ
ン

の
重
さ
は
、
成
長
期
の
体
の

健
康
的
な
発
育
に
悪
影
響
を

与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
決
算
審
査

時
に
一
定
の
改
善
が
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

保
護
者
か
ら
は
、
ま
だ
重
い

と
の
声
も
あ
る
。
昨
年
９
月
、

文
科
省
事
務
連
絡
で
、
保
護

者
等
と
も
連
携
し
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
や
学
習
上
の

必
要
性
、
ま
た
、
通
学
上
の

負
担
等
の
学
校
や
地
域
の
実

態
を
考
慮
し
て
判
断
頂
い
て

い
る
と
し
、
暗
に
重
い
と
認

め
て
い
る
が
、
こ
の
対
応
策

等
は
各
自
治
体
、
学
校
の
判

断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
つ
目
。
カ
バ
ン
の
重
さ

は
、
各
学
校
、
学
年
毎
、
計

測
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
改

善
及
び
こ
れ
か
ら
の
方
針
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　

二
つ
目
。
文
科
省
の
事
務

連
絡
で
は
、
改
め
て
検
討
の

上
、
必
要
に
応
じ
、
適
切
な

配
慮
を
講
じ
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

　

町
内
小
中
学

校
で
は
、
以
前
よ
り
通
学
時

3 月定例会　一般質問 小林くにこ 議員（共産党）

給食指導時間での配膳の様子

「
通
学
カ
バ
ン
の
重
量
改
善
に
つ
い
て
」

「
学
校
給
食
時
間
に
つ
い
て
」

教
育
長

再

学
校
教
育
課
長

教
育
長

再

学
校
教
育
課
長
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民
は
、
そ
う
い
う
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
考
え
た
事
も
な

く
、
と
っ
て
も
良
い
ア
イ

デ
ィ
ア
で
、
す
ぐ
に
で
も
出

来
る
と
前
向
き
な
意
見
が
出

さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

寄
来
所
は
改
装
整
備
済
み

で
、
商
店
街
の
賑
わ
い
と

人
々
の
交
流
も
出
来
て
、
居

場
所
作
り
や
見
守
り
、
全
て

が
可
能
と
な
る
良
い
提
案
が

さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に

対
す
る
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

地
域
の
課
題
を
大

学
と
住
民
が
一
緒
に
考
え
る

取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

本
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
カ

フ
ェ
の
活
動
拠
点
が
、
市
街

地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

空
き
店
舗
が
散
見
さ
れ
る
市

街
地
の
商
店
街
の
振
興
策
と

し
て
、
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
計
画
が
提
案
さ

れ
た
段
階
で
、
行
政
、
地
域

の
役
割
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
提
案
の
具
現
化
に
向
け

て
対
応
し
た
い
。

　

民
生
委
員
は
、
親
身
に

な
っ
て
問
題
解
決
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
し
、
守
秘
義
務
も
あ

る
中
で
、
最
も
身
近
で
頼
り

に
な
る
相
談
相
手
と
し
て
、

大
き
な
役
目
を
担
っ
て
い
る

地
域
福
祉
に
は
欠
か
せ
な
い

重
要
な
存
在
と
認
識
し
て
い

る
。
今
は
住
み
慣
れ
た
地
域

で
お
互
い
支
え
合
い
、
助
け

合
え
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
仕
組
み
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

ま
た
町
内
会
の
存
在
と
そ
の

活
動
も
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
多
く
の
情
報
を
有

す
る
民
生
委
員
と
町
内
会
が

別
々
の
活
動
で
は
な
く
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
一
体
化
す

る
。
そ
の
方
が
活
動
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
っ
て
い

る
。
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

を
町
内
会
の
役
員
の
一
人
に

位
置
付
け
る
こ
と
で
、
そ
れ

が
上
手
く
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
。

　

地
域
が
抱
え
る
生

活
福
祉
課
題
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
を
背
景

に
深
刻
化
し
、
行
政
を
始
め

す
る
関
係
機
関
、
団
体
等

の
連
携
に
よ
る
住
民
に
寄
り

添
っ
た
見
守
り
や
支
援
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

民
生
児
童
委
員
は
、
住
民
か

ら
の
困
り
事
や
心
配
事
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
、
地
域
の

専
門
機
関
へ
の
繋
ぎ
役
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
頂
い
て

い
る
。
同
様
に
町
内
会
、
自

治
会
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

親
睦
や
住
民
福
祉
の
増
進

等
、
住
民
生
活
と
密
接
な
関

わ
り
の
中
で
多
大
な
ご
尽
力

を
頂
き
、
双
方
の
連
携
強
化

に
対
す
る
認
識
は
、
議
員
と

意
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
生
児

童
委
員
を
町
内
会
役
員
へ
位

置
付
け
る
こ
と
は
、
特
に

町
内
会
、
自
治
会
が
地
域
の

主
体
的
な
判
断
に
よ
り
役
員

を
選
考
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
直
接
的
に
意

見
を
申
し
述
べ
る
立
場
に
無

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
引

き
続
き
多
様
な
団
体
が
、
互

い
の
活
動
を
理
解
し
、
連
携

を
強
化
で
き
る
よ
う
意
を
尽

く
し
て
参
り
た
い
。

　

昨
年
10
月
に
、
町
内

会
連
合
会
の
道
南
大
会
が
江

差
町
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

時
に
出
さ
れ
る
意
見
や
質
問

は
す
ご
い
活
発
で
、
発
言
者

の
ほ
と
ん
ど
が
民
生
委
員
で

し
た
。
町
内
会
の
会
長
や
副

会
長
、
事
務
局
も
民
生
委
員

が
多
く
、
本
当
に
感
心
し
た
。

特
に
９
月
の
地
震
後
な
の

で
、
防
災
の
事
が
凄
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
民
生
委
員
と
町
内

会
の
密
接
な
関
係
、
も
う
少

し
江
差
で
も
そ
う
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
た
。

　

民
生
委
員
の
顔
は
あ
ん
ま

り
見
え
て
な
く
、
や
は
り
一

体
化
し
て
い
か
な
き
ゃ
駄
目

な
ん
だ
な
と
強
い
認
識
を
持

ち
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
を
決
め
る
際
、

町
内
会
の
推
薦
や
承
認
み
た

い
な
も
の
は
要
る
の
か
。

　

選
考
段

階
で
の
手
続
き
と
し
ま
す

と
、
町
内
会
に
は
ご
相
談
は

さ
せ
て
頂
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
か
と
思
い
ま
す
が
、
必

ず
し
も
町
内
会
の
推
薦
と
い

う
位
置
付
け
は
必
要
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
、
教
育
大

学
函
館
校
と
住
民
が
解
決
に

向
け
て
一
緒
に
考
え
る
共
同

の
活
動
が
進
ん
で
い
る
。
上

町
地
区
の
商
店
街
活
性
化
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
学
生
が
現
状
と
課
題
を

整
理
し
た
再
生
プ
ラ
ン
を
発

表
し
た
。
全
世
代
向
け
の
触

れ
合
い
サ
ロ
ン
の
設
置
。
商

店
街
に
食
材
を
調
達
、
商
店

街
で
食
材
を
調
達
し
て
郷
土

料
理
教
室
を
開
く
。
寄
来
所

を
勉
強
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開

放
す
る
事
で
生
徒
間
の
交
流

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
３
点
で

あ
る
。
商
店
街
が
近
く
て

も
、
車
で
遠
く
の
ス
ー
パ
ー

ま
で
買
い
物
に
行
く
現
状
を

見
て
、
人
が
集
ま
る
よ
う
な

目
的
を
作
っ
た
ら
、
そ
こ
に

人
が
集
ま
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
こ
で
食
材
を
求

め
、
料
理
を
作
る
と
な
れ
ば
、

そ
れ
を
目
的
に
人
が
集
ま
っ

て
来
る
。
そ
の
繋
が
り
で
商

店
街
に
集
ま
っ
て
増
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
よ
う

で
あ
る
。
勉
強
ス
ペ
ー
ス
の

生
徒
の
交
流
で
は
、
自
分
達

大
学
生
が
先
生
と
し
て
、
江

差
に
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
も

な
る
等
の
提
案
で
し
た
。
住

3 月定例会　一般質問 小梅  洋子 議員（無会派）

「
商
店
街
活
性
化
策
の
提
言
に

　
　
　
　

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

「
民
生
委
員
と
町
内
会
の

　
　
　
　 　
繋
が
り
に
つ
い
て
」

町内会連合会道南ブロック
での活発な意見交換

町
長

町
長

再

町
民
福
祉
課
長



議会だより 14

3 月定例会　一般質問 西海谷  望 議員（無会派）

町
内
に
お
い
て
の
花
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
気
運

の
醸
成
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
図
り
、
住
民
主
体

の
花
壇
整
備
に
繋
げ
て
参
り

た
い
。
将
来
的
に
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
広
が
り
が

観
光
振
興
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
の
住
民
参
加
型
の
手

法
を
検
討
す
る
ほ
か
、
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
会
な
ど

か
ら
の
助
言
や
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
議
論
を

重
ね
た
上
で
、
花
壇
整
備
候

補
地
の
選
定
や
、
具
体
的
な

花
壇
整
備
の
構
想
、
計
画
に

つ
い
て
構
築
し
た
い
。

　

私
も
住
民
主
体
と

な
っ
て
、
ま
ち
を
あ
げ
て
、

こ
の
花
に
よ
る
観
光
振
興
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
松
前
の
桜
、

そ
し
て
江
差
の
紫
陽
花
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る

江
差
が
そ
の
名
所
地
と
全
国

か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
な
観
光

づ
く
り
が
出
来
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
町
長
も
話
さ
れ
た
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
植
栽

計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
町
全
体
を

考
え
た
花
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
実
施
し
て
行
き
、
計

画
を
立
て
な
が
ら
、
何
と
か

こ
の
江
差
を
紫
陽
花
の
名
勝

地
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
ま

ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
行
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
策
定
プ
ラ

ン
を
す
る
中
で
、
植
栽
後
の

維
持
管
理
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
う
事
で
あ
る
。
花
を
育

て
る
に
は
と
に
か
く
、
手
間

と
時
間
、
そ
し
て
費
用
が
か

か
る
。
一
番
の
問
題
は
維
持

管
理
と
考
え
て
い
る
。
現
在

も
、
花
木
を
植
栽
し
て
い
る

所
、
公
園
で
あ
っ
た
り
、
観

光
施
設
の
周
辺
、
そ
れ
ら
を

見
ま
す
と
、
適
切
な
管
理
が

出
来
て
い
な
い
た
め
、
せ
っ

か
く
の
花
木
が
枯
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
雑
草

が
伸
び
過
ぎ
、
せ
っ
か
く
き

れ
い
に
刈
っ
た
つ
も
り
で

も
、
切
り
過
ぎ
た
り
と
い
う

よ
う
な
、
景
観
が
花
の
観
光

と
す
れ
ば
悪
く
な
っ
て
い
る

所
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
聞

い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
適
切

な
花
の
管
理
、
維
持
管
理
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
人
材
育
成

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　

維
持
管

理
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の

会
、
い
に
し
え
街
道
花
の
会

か
ら
常
に
維
持
管
理
が
大
変

な
ん
だ
と
言
う
事
を
言
わ
れ

て
い
る
。
新
年
度
に
入
り
ま

し
た
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
の
議
論
、
そ
れ
か
ら
、

参
加
者
の
中
か
ら
の
提
案
等

を
踏
ま
え
、
何
と
か
住
民
主

体
で
花
壇
整
備
を
す
る
仕
組

み
作
り
を
、
ま
ず
は
作
り
上

げ
て
行
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
講

習
会
等
も
予
定
し
て
い
る
所

で
あ
り
、
そ
の
辺
も
踏
ま
え
、

仕
組
み
づ
く
り
を
き
ち
ん
と

し
て
い
き
た
い
。

　

照
井
町
長
は
、
町
長
就
任

以
来
、
前
よ
り
紫
陽
花
を
中

心
と
し
た
花
に
よ
る
観
光
振

興
を
継
承
し
て
き
た
。
昨
年

８
月
に
再
選
さ
れ
、
２
期
目

の
町
政
執
行
で
は
、
紫
陽
花

を
中
心
と
し
た
花
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
江
差
町
を
訪
れ
る
す

べ
て
の
方
々
が
歴
史
、
情
緒

の
溢
れ
る
ま
ち
並
み
と
同
時

に
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
、
景

観
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
も
日
本

で
最
も
美
し
い
村
、
そ
し
て

日
本
遺
産
、
北
の
江
の
島
構

想
、
そ
れ
ら
と
も
連
動
す
る

有
効
な
今
後
の
観
光
振
興
事

業
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
今
年
度
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
方
を
考
え
て
い
る
の

か
、
お
尋
ね
す
る
。

　

花
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

北前坂に彩りを添える紫陽花

「
紫
陽
花
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

町
長

再

建
設
水
道
課
長
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出欠状況をお知らせします！
平成 31年 1月 1日から 4月 30日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

　

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

　１月 24 日、２月 21 日に開催した全員協議会について、

その内容をお知らせします。

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 1 回 定 例 会

3月12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
1月24日 ○ ○ ●

（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○

2月21日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

1月24日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

2 月 8 日 ○ ○ ○ ○ ○

2月22日 ○ ○ ○ ○ ○

4月18日 ○ ○ ○ ○ ○

4月23日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

1月15日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月11日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月23日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報 特 別 委 員 会
1月15日 ○ ○ ○ ○ ○

1月23日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
2月21日 ●

（私用） ○ ○ ○ ○ ○

3 月 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 を開催しました！

１月 24日

・町営住宅家賃の算定誤りについて

　家賃算定にあたり特定扶養親族の控除額が、平成 23 年度分から改正となっているところを、その事務処理をしていな

かったもの。影響額を調査し、該当者には個別訪問して説明、謝罪する。また、再発防止対策に取り組む。

・奥尻航路に関する一連の動きについて

　昨年末に提案がされたハートランドフェリーの「運航ダイヤ」と「せたな航路」の見直しに対し、「せたな航路の休止

を行わないこと」「関係機関と協議の場を設けること」「今後とも安定的な運航確保」「始発便は奥尻島」の要望書を提出

した。

・庁舎内の禁煙対策について

　健康増進法の改正を受け、４月１日から役場庁舎内を禁煙とする。喫煙場所は敷地内にプレハブを設置。

・空き家解体補助制度について

　特定空き家を選定し、倒壊等の恐れがある危険家屋の解体を行う所有者に対し、経費の一部を補助する制度を４

月１日から施行。

・平成 31 年度一部事務組合予算（案）について

　南部桧山衛生処理組合、檜山広域行政組合、江差町・上ノ国町学校給食組合の予算について説明がされた。

2 月 21 日
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規
定
に
基
づ
い
た
事
業
展
開

が
、
途
中
で
と
ん
挫
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
土
地
区
画
整
理
事
業

を
導
入
し
、
街
区
の
整
備
事
業

を
行
う
と
計
画
し
た
と
こ
ろ
に

問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
古

く
か
ら
の
建
物
等
が
あ
る
場

合
、
所
有
地
の
確
定
測
量
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
地
境

界
線
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
例

や
、
換
地
段
階
で
、
自
己
所
有

権
が
認
め
ら
れ
な
い
例
な
ど
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
街
区
の
方
々
は
頑

張
っ
て
商
店
経
営
を
さ
れ
て
お

り
、
由
緒
あ
る
「
法
華
寺
通
り

商
店
街
」
を
存
続
し
て
い
く
た

め
に
も
、
多
様
性
を
持
っ
た
支

援
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
街
区
に
所
有
権
を

有
す
る
建
物
所
有
者
同
士
の
建

築
協
定
の
締
結
指
導
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
サ
イ
ン
看
板
の
統

一
な
ど
、
自
主
的
協
定
の
締
結

が
成
立
し
た
場
合
、
行
政
も
積

極
的
に
振
興
策
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
認
識
す
る
。

　

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
と
評

価
さ
れ
る
べ
き
「
笹
浪
精
肉
店
」

や
「
旧
熊
木
書
店
」
が
存
在
し

て
い
る
。
街
区
の
活
性
化
、
伝

承
面
等
か
ら
、
財
政
支
援
も
含

め
、
新
た
な
街
並
み
、
家
屋
保

存
条
例
の
設
定
等
の
政
策
を
強

く
求
め
る
と
同
時
に
、
歴
史
的

建
造
物
の
修
復
、
保
存
に
寄
与

す
る
技
能
士
の
育
成
が
、
江
差

町
の
景
観
付
加
価
値
を
高
め
る

施
策
の
一
つ
と
認
識
す
る
。

　

更
に
は
、
江
差
保
健
所
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
解
体
さ
れ
、
単
管

仮
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
た
。
隣

接
す
る
法
華
寺
正
面
は
、
自
主

的
に
木
柵
を
設
置
し
、
景
観
に

配
慮
し
た
演
出
を
行
っ
て
い

る
。
町
道
本
町
中
央
線
か
ら
馬

坂
線
、
法
華
寺
正
面
か
ら
眺
め

る
景
観
は
江
差
町
の
中
で
も
絶

景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
江
差
保

健
所
の
防
護
柵
を
木
質
系
で
設

置
す
る
よ
う
、
道
に
対
し
、
強

く
要
請
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

【
町
道
姥
神
中
歌
線

　
　
（
通
称
い
に
し
え
街
道
）
】

　

い
に
し
え
街
道
が
開
通
さ
れ

14
年
が
経
過
し
、
諸
課
題
も
見

え
始
め
て
い
る
。
そ
の
反
面
、

街
区
の
中
で
新
た
な
活
動
を
し

て
い
る
団
体
も
存
在
し
、
街
区

の
み
な
ら
ず
、
町
の
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

こ
の
街
区
は
姥
神
大
神
宮
と

横
山
家
、
旧
中
村
家
住
宅
の
北

海
道
並
び
に
国
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
。

更
に
は
、
街
区
周
辺
に
旧
檜
山

爾
志
郡
役
所
や
法
華
寺
の
中
核

施
設
と
、
町
会
所
会
館
、
九
艘

川
公
園
、
対
鴎
館
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
的
施
設
が
点
在
す
る
。

　

し
か
し
、
近
年
、
空
き
家
、

空
き
地
も
見
ら
れ
、
街
区
の
再

活
性
化
対
策
を
望
む
声
も
あ

る
。
ま
た
、
観
光
客
が
腰
を
休

め
、
休
憩
で
き
る
場
所
の
提
供

が
十
分
な
の
か
、
多
少
の
疑
念

を
抱
い
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
民
間
所
有
の
空
き

地
の
一
部
を
借
り
上
げ
、
景
観

に
配
慮
し
た
一
時
休
憩
施
設
な

ど
の
設
置
な
ど
、
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

　

更
に
、
横
山
家
当
主
が
昨
年

急
逝
さ
れ
、
休
館
状
態
に
至
っ

て
い
る
。
横
山
家
施
設
群
は
老

朽
化
が
著
し
く
、
早
期
対
応
が

必
要
と
さ
れ
る
。
観
光
立
町
を

目
指
す
江
差
町
と
し
て
、
重
い

意
志
と
、
保
存
、
継
承
に
向
け

た
具
体
的
な
行
動
を
強
く
求
め

る
と
同
時
に
、
解
決
策
、
対
応

策
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
横

山
家
と
協
議
さ
れ
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
期
間
、
臨
時
営
業
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
望
む
。

　

加
え
て
、
旧
中
村
家
住
宅
と

道
路
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
国
道

側
民
有
地
に
、
単
管
柵
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
旧
中
村
家
住

宅
ハ
ネ
ダ
シ
、
石
積
み
基
礎
家

屋
を
撮
影
す
る
観
光
客
の
絶
景

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
地
権
者
と

相
談
の
う
え
、
町
が
費
用
を
負

担
し
、
美
し
い
景
観
保
存
に
努

め
る
べ
き
と
考
え
る
。

【
か
も
め
島
周
辺
地
域
】

　

国
道
に
至
る
区
間
の
中
で
、

現
在
の
姥
神
大
神
宮
に
移
築
さ

れ
る
ま
で
現
存
し
て
い
た
旧
折

居
社
と
、
ア
ネ
ロ
イ
ド
気
圧
計

周
辺
は
、
い
に
し
え
街
道
の
起

終
点
に
位
置
し
、
「
北
の
江
の

島
構
想
」
の
入
口
に
位
置
し
、

極
め
て
重
要
な
拠
点
と
認
識
す

る
。
国
道
２
２
８
号
線
の
急

カ
ー
ブ
、
交
差
点
改
良
に
留
め

る
こ
と
な
く
、
こ
の
位
置
か
ら

入
る
鴎
島
周
辺
の
整
備
計
画
に

は
、
決
し
て
避
け
て
通
れ
な
い

地
点
で
あ
る
。
た
だ
単
に
「
鴎

島
の
賑
わ
い
」
を
論
ず
る
こ
と

な
く
、
鴎
島
は
「
聖
な
る
地
」

と
し
て
の
重
い
認
識
を
合
わ
せ

て
整
理
し
、
「
北
の
江
の
島
」

構
想
を
練
り
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

あ
ら
た
め
て
江
差
町
の
礎
は

何
で
あ
っ
た
の
か
、
基
礎
的
認

識
を
共
有
し
、
「
か
も
め
島
周

辺
整
備
構
想
」
と
、
「
北
の
江

の
島
構
想
」
と
連
動
す
る
計
画

の
立
案
を
強
く
意
見
と
す
る
。

【
愛
宕
町
商
店
街
と
北
部
地
区

　
　
（
柳
崎
町
、
伏
木
戸
町
）
】

　

「
元
気
で
頑
張
っ
て
い
る
商

店
街
」
と
の
認
識
は
、
共
有
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　

過
去
に
お
い
て
も
、
補
助
事

業
を
導
入
し
、
街
区
整
備
事
業

を
行
っ
た
実
例
が
な
く
、
ま
た
、

背
後
地
に
居
住
す
る
高
齢
者
の

買
い
物
適
正
地
等
と
し
て
、
優

位
す
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
方
々
が
集

う
、
自
立
で
建
設
さ
れ
た
町
内

会
館
は
相
当
老
朽
化
し
て
お

り
、
早
期
建
築
計
画
の
立
案
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
区
域

に
は
、
行
政
も
し
っ
か
り
応
援

す
る
と
い
う
強
い
認
識
を
再
確

認
し
て
頂
き
た
い
。

　

更
に
、
北
部
地
区
は
、
近
年

大
型
ス
ー
パ
ー
や
高
齢
者
施
設

の
建
設
が
あ
り
、
江
差
町
市
街

地
形
成
が
北
部
地
区
に
集
中
し

て
い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
の
整
合
性
が
相

応
さ
れ
て
い
る
の
か
懸
念
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

更
に
は
、
高
規
格
幹
線
道
路

建
設
の
計
画
要
請
に
あ
た
り
、

北
部
地
区
を
起
終
点
と
し
て
の

位
置
付
け
を
望
む
声
も
あ
り
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

立
地
適
正
化
計
画
策
定
上
、
で

き
る
限
り
多
く
の
声
を
聞
き
、

市
街
地
全
体
の
中
で
北
部
地
区

を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を

し
、
何
を
誘
導
す
る
べ
き
か
な

ど
、
課
題
点
は
多
岐
に
渡
る
こ

と
を
深
く
認
識
す
べ
き
と
考
え

る
。

≪
意
見
≫
※
抜
粋

各
拠
点
地
区
の
課
題
と
整
備

【
中
央
商
店
街
】

　

比
較
的
規
模
の
大
き
い
使
用

さ
れ
て
い
な
い
老
朽
施
設
と
空

き
地
が
存
在
し
、
景
観
と
立
地

条
件
の
優
位
性
を
阻
害
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
決
策
と

早
期
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
民

間
所
有
で
は
あ
る
が
、
意
向
協

議
の
場
を
早
期
に
着
手
し
、
課

題
点
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

合
わ
せ
て
、
町
内
全
体
の
空

き
家
、
空
き
店
舗
等
状
況
を
把

握
さ
れ
、
戦
略
的
な
計
画
、
立

案
が
必
要
と
認
識
す
る
。

　

特
定
空
き
家
と
29
件
が
認
定

さ
れ
た
が
、
そ
の
選
定
過
程
が

不
明
瞭
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
道
江
差
停
車
場
線

交
差
点
改
良
の
事
業
実
施
を
、

北
海
道
に
対
し
要
請
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

　

更
に
、
旧
江
光
デ
パ
ー
ト
跡

地
は
、
単
体
で
の
跡
地
利
用
計

画
で
な
く
、
周
辺
地
区
と
の
協

調
、
連
動
性
を
高
め
る
計
画
立

案
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
単

体
の
大
き
い
施
設
計
画
は
、
建

設
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇

を
招
き
、
財
政
課
題
が
浮
上
す

る
。
小
さ
く
て
も
「
賑
わ
い
」

あ
る
演
出
を
周
辺
地
区
と
連
携

し
、
集
え
る
拠
点
と
し
て
の
計

画
が
必
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
年
中
、
姥
神
祭

り
の
笛
や
太
鼓
の
練
習
が
で
き

る
場
な
ど
に
、
一
部
活
用
す
る

こ
と
も
「
賑
わ
い
」
を
創
出
す

る
上
で
有
効
と
考
え
る
。

【
法
華
寺
通
り
商
店
街
】

　

過
去
に
土
地
区
画
整
理
法
の

常任委員会報告

より良い町づくりのために
総務産業常任委員会
『拠点地区整備と都市計画マスタープランに関する事務調査』

　総務産業常任委員会（室井正行委員長）は、平成 30 年第２回定例会で事務調査をおこし、

７回会議を開催し、担当課の説明を求めるとともに、先進地行政視察を行い、調査をした結

果について、次のとおり意見を付して報告した。
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　平成 30 年９月 28 日に、江差町議会議長宛に提出された陳情書の趣旨は、町外からの宿泊事業者を誘致するこ

とは、現在経営されている地元の宿泊事業者の破綻を招く恐れもあるため、宿泊施設の誘致及び誘致宿泊事業者

に対する江差町まちづくり推進交付金上限１億円の停止を求めるものである。

　これまでの町及び議会の動きとすれば、概ね次のとおりである。

　町では、「江差町総合計画」や「江差町まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「江差町観光戦略書」において新た

な宿泊施設の必要性について記されている。また、これまでの通過型の観光形態から滞在型の観光形態へのシフ

トを図るべく、一般社団法人江差観光みらい機構を設立し、外貨を稼ぐための仕組みを構築するための新たな観

光施設を創出することとしており、宿泊施設の整備が大きな役割を果たすものと述べられている。

　議会では、総務産業常任委員会から平成 23 年第３回定例会発議第 10 号「観光振興に関する事務調査」におい

て、「宿泊施設はこの町の観光振興において大きなウイークポイントである。町外資本に対するホテル誘致の強化

が必要と考える」とし、併せて「既存の旅館が再生できるような行政の支援を検討すべき」と報告している。また、

平成 27 年第３回定例会発議９号「新幹線を活用した産業振興に関する事務調査」では、「宿泊滞在型観光の受け

入れ増強に向け、観光客の多様なニーズに対応した良質な宿泊施設の整備が必要である」また、「既存宿泊施設の

充実のため、宿泊施設誘客促進対策事業は、旅館組合、商工会等の意見を踏まえ、制度の見直しや、情報発信等

に対する助成制度の検討も必要である」との意見報告がなされ、宿泊施設の必要性については、新たに誘致すべ

きものの他、既存の宿泊施設整備に向けても前向きな意見や報告をしているところである。

　江差町においては長年の懸案である宿泊施設の整備は、新たな人の呼び込みと地域の活性化はもとより、地域

経済に少なからず好循環をもたらすものと考えられる。当該交付金事業は要綱により策定されたもので、宿泊施

設誘致に対する町の姿勢を示したものであり、今後、宿泊事業者からの申請がされた場合には、①役場内部での

審査②町内宿泊事業者への説明③議会の議決という必要なプロセスがあり、事業計画書の受理が、即交付金１億

円上限の事業実施とはなっていない。

　以上のことから、下記のとおり意見を付したうえで、本陳情を「不採択とすべきもの」と決定したことを報告する。

＜意　見＞

　江差町まちづくり推進交付金は、町外からの宿泊事業者のみならず、町内の既存宿泊施設も活用できる内容等

となっているが、今回の陳情書が提出された背景には、行政側が陳謝しているとおり、町内の既存旅館組合への

丁寧な説明の欠如と、懇談の場の設定、理解を求める環境整備等の努力不足を認める。今後も引き続き、既存宿

泊事業者との話し合いを早期に行い、旅館組合が役場庁舎前に設置されている看板の撤去を、共に合意の上、す

みやかに撤去される最大の努力を強く求める。

　江差町継承のために、今何が求められているか、町民総意の事業となるように努力することを強く望むもので

ある。

『子育て支援に関する事務調査』
『北海道有形民俗文化財横山家の現状に関する事務調査』

　江差町議会へ提出された陳情書について、平成 31 年第４回定例会で付託され、３回会議を開催し、副町長及び担当課

から説明を求め、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　社会文教常任委員会（小林くにこ委

員長）は、平成 30 年第４回定例会及

び平成 31 年第１回定例会で事務調査

をおこし、現在、継続して調査を行っ

ている。

（左）東京都東大和市、多摩市を行政視察し、立川市

の子ども未来センターの現地視察を実施。

（右）横山家の現状を現地視察している様子。

総務産業常任委員会  『宿泊施設誘致に関する陳情』

社会文教常任委員会

調査中です！
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議会の動き
◆ハートランドフェリー要請活動

（議長、札幌市）

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・子育て支援に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・宿泊施設誘致に関する陳情

・拠点地区整備と都市計画マスタープラ

　ンに関する事務調査

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・行政視察（東京都東大和市、多摩市）

◆議会運営委員会（出席５名、欠席１名）

◆議会全員協議会

◆総務産業常任委員会（出席４名、欠席１名）

・宿泊施設誘致に関する陳情

・拠点地区整備と都市計画マスタープラ

　ンに関する事務調査

◆議員会主催研修会（出席10名、欠席２名）

◆美深町行政視察来庁

◆北海道町村議会議長会70周年記念式典

（議長、札幌市）

◆議会運営委員会（出席６名）

◆第１回定例会

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・北海道有形指定民俗文化財横山家の現

　状に関する事務調査

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・北海道指定有形民俗文化財横山家の現

　状に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・北海道指定有形民俗文化財横山家の現

　状に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・北海道指定有形民俗文化財横山家の現

　状に関する事務調査

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・北海道指定有形民俗文化財横山家の現

　状に関する事務調査

◆広報特別委員会（出席４名、欠席１名）

◆広報特別委員会（出席５名）

◆議会全員協議会

議会だより 18

　檜山議長会が主催する平成30年度檜山管内町村議会

議員研修会が、２月６日、せたな町町民ふれあいプラ

ザで開催されました。

　檜山管内７町の議員が集まり、「我が国財政の現状

と課題（講師：北海道財務局函館財務事務所長 石井

克憲 氏）」と「地域活性化の着眼点（講師：日本経

営協会参与・講師 松本 懿氏）」の講演が行われまし

た。
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　椎茸の原木栽培の撮影に南小５年生のクラスにお邪

魔しました。

　暑い中、ドリルで原木に穴を開け、菌床をハンマー

で埋める作業でした

が、頼もしいくらい手

際よくこなしており、

「さすがは上級生！」

と感じました。

　約１年後に収穫でき

るそうですが、自分た

ちで栽培した椎茸の味

は格別だと思います。

今 号 の 表 紙

（撮影者：小林くにこ　議会広報特別委員会委員）

平成３０年度檜山管内町村議会
議員研修会に出席しました！

　
　江差町議員会（会長：室井議員）の研修会を２月

22日に開催し、「議会運営に関する研修会～議会活

性化に向けた市町村の取り組み事例～（講師：西科純

氏）」をタイトルに講演が行なわれました。各議員か

らは予定時間を大幅にオーバーするほど、熱心に講師

との質疑応答がされました。

江差町議員会主催
　研修会を開催しました！


